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25 ○渡邉達郎，嬉野博志，倉橋祐樹，山下 聡，牛島俊和，末岡榮三朗，木村晋也：DNA メチル化異
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期検査助成制度を駆使した受検～受診～受療システムによる肝癌発症抑止および早期発見システム．
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27 梅木俊晴：初心者のためのエコー（頸動脈エコー）．第55回日本臨床生理学会総会．2018，11，3‐
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職 名 氏 名 補助金（研究助成）等の名称 種 目 研 究 課 題 等 交付金額
（千円）

助 教 佐藤 明美 科学研究費助成事業 基盤研究C
（代表）

遺伝子検査における cfDNA の品質管
理と品質チェックシステムの構築

1，170

助 教 佐藤 明美 平成30年度「公益信託 臨
床検査医学研究振興基金」

研究奨励金
（代表）

circulating free DNA の保存による品
質劣化と遺伝子検査のための事前品質
チェックプログラムの構築

800

28回九州地方会学術集会．2018，10，28．抄録集．
4 ○濱田洋平，沖中友秀，岡 祐介，浦上宗治，於保 恵，草場耕二，青木洋介：救急外来における菌

血症の疫学と初期抗菌薬の最適化に関する考察（第2報）．第88回日本感染症学会西日本地方会学
術集会 第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第66回日本化学療法学会西日本支部総会．
2018，11，16‐18．第66回日本化学療法学会西日本支部総会／第61回日本感染症学会中日本地方会
学術集会／第88回日本感染症学会西日本地方会学術集会 共同開催 プログラム抄録集 P176．

5 ○江頭果林，浦上宗治，沖中友秀，岡 祐介，濱田洋平，於保 恵，草場耕二，青木洋介：繰り返す
皮膚軟部組織感染症に続発した Mycobacterium septicum による皮下膿瘍・抗酸菌血症の一例．第
88回日本感染症学会西日本地方会学術集会 第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第66回
日本化学療法学会西日本支部総会．2018，11，16‐18．第66回日本化学療法学会西日本支部総会／
第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会／第88回日本感染症学会西日本地方会学術集会 共同
開催 プログラム抄録集 P201．

6 ○沖中友秀，濱田洋平，岡 祐介，浦上宗治，於保 恵，草場耕二，青木洋介：2型糖尿病患者に発
症した Aerococcus urinae による可能性脊椎炎・腸腰筋膿瘍の一例．第88回日本感染症学会西日本
地方会学術集会 第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第66回日本化学療法学会西日本支
部総会．2018，11，16‐18．第66回日本化学療法学会西日本支部総会／第61回日本感染症学会中日
本地方会学術集会／第88回日本感染症学会西日本地方会学術集会 共同開催 プログラム抄録集
P219．

7 ○岡 祐介，沖中友秀，濱田洋平，浦上宗治，於保 恵，草場耕二，青木洋介：当院における胆道感
染の原因菌と初期抗菌薬の最適化についての検討．第88回日本感染症学会西日本地方会学術集会
第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会 第66回日本化学療法学会西日本支部総会．2018，11，
16‐18．第66回日本化学療法学会西日本支部総会／第61回日本感染症学会中日本地方会学術集会／
第88回日本感染症学会西日本地方会学術集会 共同開催 プログラム抄録集 P235．

8 山田麻里江，山田尚友，中尾真実，久保田寧，木村晋也，末岡榮三朗：免疫グロブリン大量静注療
法により抗Ａが移行し，Ｏ型赤血球製剤を輸血した1例．日本輸血・細胞治療学会九州支部会 第
65回総会・第86回例会．2018，12，8．日本輸血細胞治療学会九州支部会 第65回総会・第86回例
会 抄録集，19頁．

研究助成等

― 6 ―


